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特やイセイガの助蜘 切片を Sud車 恥 eo8in等肇
色L Hartiel&Scudder(26)はイ溝パェ瑚職 階
寒を鉄伽 matoxylin率 び Bryt無 inで組 も,･
臓の切片はDelafieldのSilyeralbu王抑StMauoL.y(49)
や B.dian(2)の Goldchloride淡を恥 ､た｡Wiか
glcswol･th(79)はサジガ不の1,噴RhodoniZLSbrOZ2'抑盲
の成虫の蜘片をflaematoxylinで難色ILたこHart紐1













を底に凱 た醐 皿に醗 し用 銚組 で矧欄虹 撃
って馴 澗 いた.粟に由開困から的食管壷除去し 腹
紳題索を野山さ強た｡この御馴 弛 酎 斗鞘 坤 掩 鯛料
紙 O瀬 は覇部を切開し,樹蜘 らゝ観緬敵 こ沿って轍
ユ89




























w eed(78).血 tcalf(朗)は鋸 渦 の毒榊l闇 に
就いて綜説したが,H包rtZel,(2,～) は絞出剤に穣る基
本的な病理組織的変化の3型を秘めたD 和rp1),翻
顧凝摘陳 の輝鮎 2),卿経脚 伸 の紺 地 外の綱 鯛腎



























の東胡 曲 こほ剤 紬 認めることが出水たoHよrt完｡Il
(23)は M･fe"LtLr-rtibrELmの成虫の胸の外面域に樹




















































































































































































































































520の熱に幼虫を嚇 馳 断と治 せ,考の胞伸長球を摘臥
Toluidincblueで染色 したが.棚 Lも飴色に決放し
た｡帯燭投を郡 -ると , 数 紳品種に塾胞が山風 か
の熟で放した幼虫の神域 牡鹿 酌こは窺胞が諌められなか
ったが細胞は凝集したO
こ垂らの変化と除虫菊 剤 に よる捌 駄 Ti如 Iy弓is細
胞や枝の教色粒の凝集とを比 畷考察する晩 除虫菊剤
q)これらの陣鴇がそれ肖身 が虚 血に対して特有なもの























ユOOcc中の Kerc･seneに 10umgの Pyrethrinsを
含有する液剤及び除虫菊粉乳 NiGOtilC(Blackleaf
40;及び50),N-butylcarbitolthiocyanate(Lethane
























ややをブリ廟 削 げ 成凋 事の上戦断端 来る横に固定し
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Abstra毎 払 logicalAbstractS配 の略各に従う｡.
¢;校正柊初校に阻欄 者が行うことを堺即とする0
7･Lful堀掴 唖 幣射 るO亨 れ準 の布鞄 に準やて
'､は環曙をFrl安 く｡I
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